
JIS Z 9110:2010では、細かい視作業を行なう場所では750ルクスを

確保することとしています。しかし、次に述べるように作業台の色

とのかねあいで、あまり明るすぎると、まぶしくなり、逆に精度が

落ちてしまうことがあるので注意が必要です。



ここまでに述べてきた異物混入対策は、おもに品質管理部門が主導し

ながら基準を定めていくことが多いですが、何度も述べてきたように、異

物混入対策は品質管理部門だけで完璧に立案できるものではありません。


